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広報

　■白河を盛り上げるキャラクターたち
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　自治功労者

　自治功労者 　自治功労者

　教育文化功労者

　教育文化功労者

　自治功労者

　善行者 　社会福祉事業功労者　社会福祉事業功労者

　社会福祉事業功労者　社会福祉事業功労者

髙
たか

 橋
はし

 賢
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 一
いち

 さん藤
ふじ

 田
た

 敦
あつ

 史
し

 さん

安
やす

 田
だ

 好
よし

 伸
のぶ

 さん 若
わか

 井
い

 正
しょう

 一
いち

 さん渡
わた

 邊
なべ

 照
てる

 夫
お

 さん

（81歳　葉ノ木平）（36歳　千葉県・東下野出島出身）

（65歳　本町） （67歳　郡山市台新）（70歳　白坂）

大
おお

 竹
たけ

 俊
とし

 夫
お

 さん円
つむら

 谷
や

    弘
ひろし

 さん篠
しの

 宮
みや

 勝
かつ

 美
み

 さん

有
あり

 賀
が

 裕
ゆう

 子
こ

 さん生
いく

 田
た

 初
はつ

 子
こ

 さん鈴
すず

 木
き

 邦
くに

 彰
あき

 さん

（70歳　円明寺）（76歳　大信下新城）（76歳　白坂）

（59歳　東釜子）（64歳　葉ノ木平）（83歳　旭町）

統計調査業務に尽力されました社会体育の振興に尽力されました

民生児童委員として尽力されました 町内会長として尽力されました 景観行政の推進に尽力されました

行政連絡員として尽力されました民生児童委員として尽力されました

民生児童委員として尽力されました

民生児童委員として尽力されました

観光振興に尽力されました 学校薬剤師として尽力されました

　

永
年
に
わ
た
っ
て
市
政
の
進
展
に
尽
く
さ
れ
た
方
な
ど
の
功
績

を
た
た
え
る
、
平
成
25
年
度
市
政
功
労
者
・
善
行
者
の
表
彰
式
が

11
月
３
日
に
挙
行
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
表
彰
さ
れ
る
方
は
、
自
治
功
労
者
４
人
、
教
育
文
化
功
労

者
２
人
、
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
４
人
、
善
行
者
１
人
の
計
11
人

の
方
々
で
す
。
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　伝統的工法で積む石垣は、築
つきいし

石（表面を飾
る石）と築石の背後に詰められた裏

う ら ご

込め石
（背後の法

のりめ ん

面と築石との間に詰める石）で
成り立っています。裏込め石は、排水やク
ッションとして
の役割を果たし
ます。今回のよう
な地震の場合は、
ほどよく力を分
散させるものと
考えられます。

　現代工法は、裏込め石の代わりにコンク
リートを使用します。築石を固定するため
安定しているように見えますが、地震の場
合は揺れを面として直接受けてしまい、大
きな被害に結びつくことがあります。
　小峰城石垣の場合、本丸南面にコンクリ
ートが用いられていました。これが面とし
て地震の揺れを受け、壁が一瞬にして前方
に倒れたと考えられます。

　国の史跡指定とは、貝塚・古墳・城跡・
旧宅などの遺跡の中で、日本の国にとって
歴史上または学術上価値が高いため、保護
が必要なものについて、文化審議会の審議
を経て、文部科学大臣によって指定された
遺跡のことです。

　二の丸と本丸をつなぐ
重要な門。

　本丸の表門。史料に忠
実に木造で復元されまし
た（平成６年）。

　本丸は「本丸御殿」が
あった場所です。三重櫓
は史料に忠実に木造で復
元されました（平成３年）。

　

東
日
本
大
震
災
で
崩
落
し
た
石

垣
の
撤
去
作
業
は
、
平
成
24
年
3

月
か
ら
今
年
の
9
月
ま
で
、
約
１

年
６
か
月
の
月
日
を
か
け
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
崩
落
箇
所
は
全
部
で

10
か
所
。
幅
の
合
計
は
１
６
０

ｍ
、
面
積
は
約
１
、５
０
０
㎡

で
、
撤
去
し
た
石
材
の
数
は
約
７
、

０
０
０
個
に
も
及
び
ま
し
た
。

　

撤
去
し
た
石
材
は
、
１
個
ず
つ

大
き
さ
や
加
工
の
特
徴
、
再
利
用

が
可
能
か
ど
う
か
の
観
察
を
行
い

「
石
材
カ
ル
テ
」
に
ま
と
め
ま
し

た
。
ま
た
、
崩
落
の
原
因
を
検
証

し
た
結
果
、
本
丸
南
面
の
大
規
模

な
崩
落
は
、
昭
和
の
時
代
に
行
わ

れ
た
現
代
工
法
で
の
修
復
工
事
の

際
、
石
垣
の
背
面
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
固
め
た
こ
と
が
大
き
な
原
因

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 　

本
市
の
シ
ン
ボ
ル
「
小
峰
城

跡
」
は
平
成
22
年
8
月
５
日
に
国

の
史
跡
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
今
回
の
修
復
は
、
文
化

財
災
害
復
旧
事
業
と
し
て
国
（
文

化
庁
）
の
補
助
を
受
け
、
歴
史
的

価
値
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
伝
統

的
工
法
で
の
工
事
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

　

約
４
０
０
年
前
に
、
白
河
藩
初

代
藩
主
の
丹に

わ羽
長な

が
し
げ重
が
築
い
た
石

垣
。
そ
の
壮
大
な
姿
を
よ
み
が
え

ら
せ
、
は
る
か
未
来
ま
で
存
続
さ

せ
る
た
め
に
は
、
先
人
の
知
恵
に

倣な
ら

っ
た
伝
統
的
工
法
で
の
修
復
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
震
災
の
わ
ず
か

7
か
月
前
に
国
の
史
跡
指
定
を
受

け
て
い
た
こ
と
が
、
と
て
も
大
き

な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

修
復
は
、
清し

み
ず
も
ん

水
門
〜
前ま

え
ご
も
ん

御
門
〜

本ほ
ん
ま
る丸
・
三さ

ん
じ
ゅ
う
や
ぐ
ら

重
櫓
ま
で
を
開
放
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
そ
の
経
路

上
に
存
在
す
る
清
水
門
・
本
丸
南

面
・
前
御
門
・
三
重
櫓
の
修
復
を

最
優
先
に
行
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か

の
崩
落
箇
所
に
つ
い
て
は
、
継
続

し
て
修
復
を
進
め
除
々
に
開
放
範

囲
を
広
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
園
路
や
照
明
な
ど
の
整

備
を
行
う
と
と
も
に
、
景
観
の
阻

害
や
、
石
垣
に
悪
影
響
を
与
え
て

い
る
樹
木
な
ど
も
整
理
し
て
い
き

ま
す
。

　

10
月
21
日
に
、
小
峰
城
清
水
門

前
で
安
全
祈
願
祭
を
行
い
、
い
よ

い
よ
本
格
的
な
作
業
に
取
り
掛
か

り
ま
す
。
ま
ず
は
、
本
丸
南
面
石

垣
（
１
工
区
）
を
修
復
し
て
い
き

ま
す
。

　

石
垣
が
構
築
さ
れ
る
姿
は
、
な

か
な
か
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
貴
重
な
機
会
で
す
。
そ
の
姿
を

多
く
の
方
が
目
に
し
、
小
峰
城
の

歴
史
を
さ
ら
に
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
見
学

会
を
開
催
し
、
修
復
の
状
況
を
公

開
し
て
い
き
ま
す
。
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問本庁舎文化財課
　☎㉗2310

伝
統
的
工
法
で
壮
大
な
姿
を
再
現

石
材
の
撤
去
作
業
・
調
査
が
終
了

崩
落
の
原
因
が
明
ら
か
に

国
史
跡
で
伝
統
的
工
法
が
可
能
に

壮
大
な
姿
を
未
来
ま
で
残
す

本
格
的
な
修
復
工
事
を
開
始

貴
重
な
作
業
の
様
子
を
公
開

三
重
櫓
の
一
般
開
放
を
最
優
先

経
路
上
の
石
垣
や
門
を
修
復

　

小
峰
城
の
石
垣
修
復
は
、
現
在
、
石
材
の
撤

去
作
業
が
終
了
し
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
工
事

が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
こ
れ
ま
で
シ
リ
ー
ズ
で
お
知

ら
せ
し
て
い
る
「
小
峰
城
石
垣
再
生
へ
の
歩
み
」

の
拡
大
版
と
し
て
、
小
峰
城
の
〝
今
〞
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

連続掲載　未来へのたすき
小峰城石垣再生への歩み　拡大版

１

３
①

②
本丸

③

２

1最も被害が大きかった本丸南面石垣
2石垣の背面に用いたコンクリートが倒れた
姿（本丸南面）

3樹木とともに石垣が崩れた竹之丸南面

①清水門
②前御門
③三重櫓

約250人が参
加した昨年の
見学会

法面

築石

裏込め石

築築石

裏裏

法面面

連続掲載　未来へのたすき
小峰城石垣再生への歩み　拡大版



　懐かしい黄な粉
の味。しっとりフワ
フワで、年間を通し
て人気の商品です。
黒蜜をかけてお召
し上がりください。
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「
個
人
店
舗
に
元
気
が
な
い
と
、
地
域
は
活

性
化
し
な
い
。
な
ら
ば
、個
人
店
舗
を
元
気
に
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と「
一
店
逸
品
運
動
」

が
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
２
年
目
の
第
３
弾
と
し
て
、

一
店
逸
品
運
動
の
取
り
組
み
と
加
盟
す
る
店
舗

を
紹
介
し
ま
す
。

　

３
月
に
２
年
目
が
ス
タ
ー
ト
し
た
一
店
逸
品

運
動
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
４
回
の
「
白
河
ま
ち

な
か
逸
品
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
」
と
３
回
の
「
一
店

逸
品
ち
ょ
い
飲
み
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
、
多
く

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
普
段
は
車
で
通
り
過
ぎ
て

い
た
お
店
に
入
っ
て
、
店
主
か
ら
こ
だ
わ
り
を

聞
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

も
利
用
し
た
い
と
思
っ
た
」「
店
主
の
お
も
て
な

し
を
直
接
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。　

白
河
ま
ち
な
か
一
店
逸
品
運

動
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

白白
河河
まま
ちち
なな
かか
一一
店店
逸逸
品品
運運

魅
力
を
伝
え
る
た
め
に

逸
品
逸
品
運

　通気性に優れ、
軽くて速乾性が
あり、丸洗いで
きる敷布団です。
　ぜひ店頭でお
試しください。

　デザインと心地良
さを追求したアイウ
ェア。イタリア宝飾
技術・金の中空構造
と日本の真空加工技
術で作りました。

　竹皮の素朴さが
郷愁を誘う羊

よ う か ん

羹で
す。天皇・皇后両
陛下にもお召し上
がりいただきまし
た。

　こだわりの地元
野菜と米に、特製ダ
レと脂がおいしい肉
のコラボ丼です。一
度食べたらやみつき
になります。

　味は５種類。フレ
ッシュストロベリー、
コーヒー、カスター
ドクリーム、フレッ
シュクリーム、オー
レワッフルです。

　表郷産の新そば
粉100％で作った
そばがきです。つ
きたてのお餅のよ
うな食感をお楽し
みください。

　ブランデーケー
キを作り続けて40
年、コーヒー・紅
茶のリキュールケ
ーキで素敵な夜を
お楽しみください。

　柑
かんきつ

橘色の封からオ
レンジの天明と呼ば
れるこの純米酒は、
冷やもいけますが、
これからの季節は燗

か ん

がおススメです。

　白い桜の花び
らが描かれた桜
色のだるまです。
合格祈願・恋愛
成就祈願として
好評です。

⬆白河まちなか逸品めぐりツアーでは、加盟店
　を巡り、個店からお勧め品が紹介されました。

⬆一店逸品ちょい飲みツアーでは、お酒が飲
　める加盟店３店舗を巡りました。

活
動
を
写
真
で
紹
介
！

　

３
年
目
の
ス
タ
ー
ト
を
目
指
し
て
、
参
加
店

向
け
の
「
ま
ち
な
か
逸
品
研
究
会
」
を
10
月
か

ら
開
始
し
ま
し
た
。
研
究
会
で
は
、
専
門
店
の

魅
力
を
発
信
す
る
た
め
に
、「
店
主
の
こ
だ
わ
り

・
お
勧
め
品
」
を
持
ち
寄
り
、
意
見
交
換
を
通

し
て
、
店
舗
の
品
ぞ
ろ
え
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の

方
法
、
フ
ァ
サ
ー
ド
（
店
舗
正
面
の
デ
ザ
イ
ン
）

の
整
備
方
法
な
ど
を
総
合
的
に
研
究
し
て
い
ま

す
。
興
味
・
関
心
の
あ
る
店
舗
や
事
業
所
の
皆

さ
ん
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
今
後
も
予
定
さ
れ
て
い
る
白
河
ま

ち
な
か
逸
品
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
（
12
月
７
日
㈯
に

開
催
、
詳
細
は
20
ペ
ー
ジ
）
や
一
店
逸
品
ち
ょ

い
飲
み
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、
参
加
者
に
商
品
を

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
店
舗
や

事
業
所
が
参
加
者
の
反
応
か
ら
問
題
点
を
探
り
、

さ
ら
に
魅
力
的
な
運
動
に
な
る
よ
う
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

問
本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
☎
㉒
１
１
１
１

内
２
７
４
３

魅
力
を
さ
ら
に
伝
え
る
た
め

の
今
後
の
取
り
組
み

◀一店逸品運動の 
   加盟店は、この
   のぼりが目印！
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○保育園の問い合わせ先　本庁舎こども課☎㉒1111　内2734／各庁舎教育振興課　表郷☎324782　大信☎463975　東☎343146

　平成26年度の保育園に入園する園児を募集し
ます。入園を希望する保護者の方は、次のとお
りお申し込みください。
●対　　象　市内にお住まいで、保護者の就労

や病気などの理由により家庭での
保育が困難な児童

●受付期間　12月２日㈪～20日㈮（平日のみ）
※８日㈰・15日㈰の午前８時30
分から正午までは、本庁舎こど
も課で、左表すべての保育園の
受け付けを行います。

●受付場所　左表のとおり
●提出書類　入園申込書、就労証明書等、源泉

徴収票または確定申告書の写し
●保 育 料　保護者の課税状況により決定します。
●入園承諾　入園審査を行い、平成26年２月末

までに通知します。
《注意事項》
◎申込書等は、11月20日㈬から本庁舎こど
も課および各庁舎教育振興課で配布します。

◎申込順ではありませんので、提出書類をそ
ろえてお申し込みください。

◎保育時間等は各園で異なりますので、配布
する入園の案内をご覧ください。

◎現在入園されている方も、継続の申し込み
が必要です。各園で手続きをしてください。

◎認定こども園（こどもの園保育園、西保育
園、さくらの園保育園、丘の上保育園）の
園児募集は、広報白河９月15日号に掲載し
ています。　　　

認

可

保育園名 定員 所在地・電話番号 保育年齢 受付場所

さくら保育園 90人 会津町24-7　　 
　　　☎㉓2269

生後６か月以上
経過～就学前

本 庁 舎
こども課

※受付は午前
　８時30分
　から午後５
　時15分ま
　で（以下同
　じ）

ひまわり保育園 90人 栄町55
　  　☎㉗2863

わかば保育園 150人 北中川原8-1
　　  ☎㉓2594

白河みのり保育園 89人 新白河二丁目162
　　  ☎㉒2160

白 河 保 育 園 60人 日向2　　 　 　
　 　 ☎㉓2306

おもてごう保育園 50人 表郷番沢字成金142           
　　  ☎322300

表 郷 庁 舎
教育振興課

たいしん保育園 50人 大信町屋字道目木8
　  　☎462280 生後６か月以上

経過～満３歳到
達後最初の年度
末

大信庁舎
教育振興課

ひがし保育園 55人 東釜子字枇杷山141
　　  ☎343643

東 庁 舎
教育振興課

認
可
外
関の森保育園 40人 旗宿町尻105-1 

　      　☎324391 満３歳～就学前 本 庁 舎
こども課

○児童クラブの問い合わせ先　本庁舎こども課☎㉒1111　内2733／各庁舎教育振興課　表郷☎324782　大信☎463975　東☎343146

児童館・児童クラブ名 定員 所在地・電話番号 対象小学校 受付場所

第一児童館チャイルド児童クラブ 60人 向新蔵112　　　  ☎㉔0907 白一小 第一児童館

第二児童館なかよし児童クラブ 60人 昭和町69－13　   ☎㉔3380 白二小 第二児童館

みさか小児童クラブ 60人 みさか二丁目120  ☎581320 みさか小

本 庁 舎
こども課
（新規）

各児童クラブ
（継続）

白三小児童クラブ   45人 寺小路64－2　　  ☎㉛2340 白三小

にこにこ児童クラブ 30人 関川窪15－3　 　 ☎㉗6111 白三小

しらさか児童クラブ 40人 白坂陣場202　　  ☎㉘3974 白五小

おおぬま児童クラブ 40人 久田野城内31　    ☎㉗4262 白四小

関辺小児童クラブ   40人 関辺松並26          ☎㉔2585 関辺小

五箇小児童クラブ   40人 田島165－2　　   ☎㉙2875 五箇小

こたがわ児童クラブ 40人 泉田大久保88　　 ☎㉔6586 小田川小

表郷小児童クラブ   40人 表郷金山字瀬戸原108 ☎322509 表郷小 表郷庁舎
教育振興課

信夫一小児童クラブ 30人 大信中新城字愛宕山108－1 ☎462230 信夫一小
大信庁舎
教育振興課信夫二小児童クラブ 30人 大信増見字中沢10 ☎462585 信夫二小

大屋小児童クラブ   20人 大信下小屋字西宿85 ☎463824 大屋小

かまこ児童クラブ   50人 東釜子字田町18　 ☎342118 釜子小 東 庁 舎
教育振興課小野田小児童クラブ 30人 東下野出島字髪内195  ☎341150 小野田小

　平成26年度の児童館・児童クラブに入会す
る児童を募集します。入会を希望する保護者の
方は、次のとおりお申し込みください。
●対　　象　市内の小学校に通う小学１年生か

ら３年生で、父母および同居の祖
父母が就労などの理由により放課
後留守家庭になる児童

●受付期間　12月２日㈪～20日㈮（平日のみ。
第一・第二児童館の申し込みは、
土曜日の午前中も受け付けます）
※８日㈰・15日㈰の午前８時30
分から正午までは、本庁舎こど
も課で、右表すべての児童クラ
ブの受け付けを行います。

●受付場所　右表のとおり　
●提出書類　児童クラブ入会申込書、就労証明

書、理由書、生活指導申込書（児
童館のみ）

●入会決定通知　入会審査を行い、平成26年２月末
までに通知します。

《注意事項》
◎申込書等は、11月20日㈬から本庁舎こど
も課および各庁舎教育振興課、各児童館・
児童クラブで配布します。
◎就労証明書の作成には勤務先により日数を要
する場合がありますので、ご注意ください。

◎現在入会されている方も、継続の申し込み
が必要です。各児童クラブで手続きをして
ください。なお、本庁舎管内の申し込みで、
新規分と継続分（兄弟姉妹の分）を同時に
申し込む場合は、継続分も一緒に本庁舎こ
ども課で受け付けます。

　今月号では、平成26年度の保育園に入園　今月号では、平成26年度の保育園に入園
する園児および児童館・児童クラブに入会する園児および児童館・児童クラブに入会
する児童の募集についてお知らせします。する児童の募集についてお知らせします。
　また、募集にあわせて、わかば保育園の　また、募集にあわせて、わかば保育園の
様子をお届けします。様子をお届けします。

保育園児、保育園児、児童館・児童館・
児童クラブ入会児童児童クラブ入会児童
を募集しますを募集します

の
ほ
か
、
一
時
預
か
り
や
子

育
て
支
援
「
あ
い
に
ー
広
場
」

も
あ
り
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
集
ま
る
園
か
ら
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、
い

つ
も
元
気
な
声
が
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こ
え
て

き
ま
す
。

　

園
児
た
ち
は
、
保
育
室
や

ホ
ー
ル
な
ど
で
、
友
達
と
仲

良
く
の
び
の
び
と
遊
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
週
３
日
、
１

時
間
ほ
ど
行
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外
遊
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で
は
、

近
く
の
運
動
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ま
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た
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、
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具
で
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ん
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り

し
て
、
元
気
に
体
を
動
か
し

て
い
ま
す
。

　

庄し
ょ
う
じ司
郁い

く
こ子
園
長
は
、「
こ
れ

か
ら
も
、
保
護
者
の
方
が
安

心
し
て
お
子
さ
ん
を
預
け
ら

れ
る
園
に
な
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
い

保育園リポート

わ
か
ば
保
育
園

つ
も
子
ど
も
た
ち
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元
気
が

あ
ふ
れ
る
園
に
な
る
よ
う
に
、
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み
ん
な
で
話
し
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い
な

が
ら
、
楽
し
く
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ご
せ
る
環
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を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

「
手
品
だ
！
や
っ
た
！
」

　

こ
の
日
は
、
市
内
の
保
育

園
を
ま
わ
り
、
手
遊
び
や
紙

芝
居
な
ど
を
披
露
し
て
園
児

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
「
こ

み
ね
文
庫
」
の
皆
さ
ん
が
、

わ
か
ば
保
育
園
を
訪
れ
て
い

ま
し
た
。「
次
は
手
品
で
す
」

と
い
う
言
葉
に
園
児
た
ち
は

大
喜
び
。
趣
向
を
凝
ら
し
た

手
品
に
夢
中
に
な
っ
て
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
わ
か
ば
保
育
園
で

は
、
０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
１

４
７
人
の
園
児
が
過
ご
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
通
常
保
育

□保育園入園児

□児童館・児童クラブ入会児童

元
気
い
っ
ぱ
い

元
気
い
っ
ぱ
い  

あ
ふ
れ
る
笑
顔

あ
ふ
れ
る
笑
顔
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　第１回目の大会から出場している
ため、６回分の雪辱を果たせたとい
う思いで喜びもひとしおです。選手
たちは、佐藤監督を胴上げしたい思
いで一つにまとまって
いました。多くの方に
祝福していただき、た
くさんの方が応援して
くれているということ
に気付きました。ぜひ
連覇を実現したいです。
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｛市の話題を細かくじっくり・・・｝Series of topic

　過去に物価が下落したものの、年金の受給額(以
下年金額）を据え置いたことで、現在の年金額は本
来の水準よりも2.5％高い水準（特例水準）となっ
ています。この特例水準を段階的に解消し本来の水
準に戻すため、年金額が改定されます。特例水準解
消のスケジュールは右表のとおりです。10月から平
成26年3月分の年金は、9月までの年金額からマイ
ナス1.0％の改定が行われます。

　6月1日から、眼の障害認定基準が改正されました。
視野障害の２級の基準が一部追加されたため、今ま
で該当しなかった方でも該当する場合があります。
　詳しくは「白河年金事務所お客様相談室」へご相
談ください。

　日本年金機構では、「気になる年金記録再確認キャ
ンペーン」を行っています。年金記録のもれや誤り
を訂正することで、年金額が増加したり年金がもら
えたりする場合があります。過去の年金記録に不安
がある方は、お気軽にご相談ください。
　なお、年金記録は「ねんきんネット」や「ねんき
ん定期便」で確認できるほか、郵送することもでき
ます（要申込）。

■ねんきんネット・ねんきん定期便
　▷ねんきんネット・ねんきん定期便専
　用ダイヤル
　　☎0570-058-555（IP電話等からは
　　03-6700-1144）

　▷ねんきんネット
　　www.nenkin.go.jp/n/www/n_net/

（物価・賃金が上昇した場合は引き下げ幅
は縮小します）

年金の受給額が改定されます

障害年金の認定基準が改正されました（眼の障害）

年金記録に「もれ」や「誤り」はありませんか

11月は「ねんきん月間」です
　日本年金機構では、毎年11月を「ねんきん月間」と定めていま
す。この機会に、年金制度を正しく理解し、年金の重要性を再認
識しましょう。
　今月号では、年金受給額の改定と、年金記録の確認方法などを
お知らせします。

問白河年金事務所☎㉗4161 ／本庁
　舎国保年金課☎㉒1111　内2174

＜特例水準解消のスケジュール＞
改定実施月 改定率

平成25年10月分から マイナス1.0％
平成26年４月分から マイナス1.0％
平成27年10月分から マイナス0.5％

問白河年金事務所☎㉗4161 ／本庁
　舎国保年金課☎㉒1111　内2174
問白河年金事務所☎㉗4161 ／本庁
舎国保年金課☎㉒1111 内2174

「ねんきん
月間」にあ

わせ、保険

料の納付や
免除制度の

相談会を開

催します。
●日時　1

1月7日㈭
～9日㈯／

午前

　　　　1
0時～午後

3時

●会場　白
河年金事務

所（郭内）

問白河年金
事務所☎㉗

4161

■国民年金
保険料納付

相談会

①快挙を成し遂げた白河市チームの皆さん
②佐藤監督を胴上げする選手の皆さん
③優勝報告（左から穂積主将、佐藤監督、鈴木
市長、鈴木代表、緑川投手、廣澤捕手）

佐藤監督

穂積主将

応援してくれる人たちの存在を知る

守り抜いてつかんだ栄光

●２回戦（10月５日）　３－２　新地町
●３回戦（10月６日）　６－１　川俣町
●準々決勝（10月12日）　７－０　西郷村
●準決勝（10月13日）　２－１　矢吹町
●決　勝（10月13日）　２－１　南相馬市

①

②

③

お知
らせ市の 　

栄
光
の

　

栄
光
の
金金き

ん

じ

し

き

ん

じ

し

獅
子
獅
子
旗旗きき
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目
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全
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点
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中
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差
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進
み
、
見
事
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勝
を
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昨
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準
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勝
を
上
回
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初
優
勝
を
果
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し
ま
し
た
。
昨
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の
準
優
勝
を
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回
る

こ
の
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ま

こ
の
快
挙
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、
本
市
に
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と
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を
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れ
ま

し
た
。

し
た
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対対 戦戦 結結 果

イイ ンン タタ ビビ ュュ ー
市

　このチームは守りのチームで、
エースの緑川を中心に、守り抜い
て優勝することができました。メ
ンバーがそろわず厳しい戦いもあ
りましたが、選手たち
が頑張ってくれました。
来年は58市町村に追
われる立場になります
が、チームのプレース
タイルを貫き通して連
覇を目指します。

白河市チーム選手一覧白河市チーム選手一覧

0月５日）　３－２　新地町
0月６日） ６ １ 川俣町

果果

んんだ栄だ 光
ーー

■代表／鈴
す ず き

木秀
ひ で と し

俊（小田川）　■監督／佐
さ と う

藤孝
た か ゆ き

之（女石）
■コーチ兼選手／小

こ む ろ

室尚
たかし

（大信下小屋）　菊
き く ち

地隆
りゅういち

一（白坂）
■マネージャー／遠

え ん ど う

藤修
しゅういち

一（古高山）　■スコアラー／鈴
す ず き

木誠
ま さ ゆ き

之（旭町）
■選手
□主将　穂

ほ づ み

積英
え い い ち

一（東栃本）
□投手　藤

ふ じ た

田舜
し ゅ ん じ

二（東釜子）　森
も り

淳
じゅんいち

一（薄葉）鈴
す ず き

木大
だ い す け

輔（泉田）　緑
みどりかわ

川和
か ず や

哉
（表郷高木）

□捕手　小
こ む ろ

室哲
て つ や

哉（大信下小屋）　永
な が や ま

山友
ゆ う と

人（大信隈戸）　廣
ひ ろ さ わ

澤伸
の ぶ ゆ き

幸（古高山）
佐
さ と う

藤正
ま さ か ず

和（中山南）
□内野手　深

ふ か や

谷裕
ひ ろ み

三（久田野）　酒
さ か い

井隆
り ゅ う た

太（東釜子）廣
ひろ

澤
さ わ

和
か ず ゆ き

幸（鬼越）　北
きた が わ

川
裕
ゆ う や

也（道場小路）吉
よ し な り

成淳
あつし

（大）矢
や な み

浪将
ま さ と

人（大）　小
こ ば や し

林雅
ま さ の り

典（表郷高木）　
片
か た の

野裕
ゆ う た

太（影鬼越）
□外野手　鈴

す ず き

木寿
じ ゅ き や

樹也（表郷中寺）　田
た の う え

之上敬
け い た

太（白坂）市
いち か わ

川裕
ゆ う た

太（表郷梁森）
小
こば や し

林哲
て つ や

也（表郷高木）　藤
ふ じ い

井文
ふ み

哉
や

（表郷番沢）



広報白河　2013.11.１（H25） 広報白河　2013.11.１（H25）13 12

まち

Topics

まちの話題やイベント
　　を皆さんに

1,000人を超す大歓声がリングを包む 伊豆からの素敵な贈り物

多くの来場者が秋の恒例イベントを楽しむ

　10月16日、中央体育館（北中川原）で「新日本プロ
レス白河大会」が開催されました。この大会は公益社
団法人白河青年会議所の創立55周年記念プロジェクト
「新日本プロレスからのメッセージ」の一環で行われ
たものです。高校生以下が無料で入場できたこともあ
り、会場には多くの子どもたちの姿が見られました。
　リング上での手に汗握る試合展開や、各選手が見せ
るアクションに、1,000人を超える来場者からは、終始
大きな拍手や大歓声がわき起こっていました。

　10月10日、関の森公園（旗宿）で「河
か わ づ

津桜
ざくら

植樹式」
が行われ、白河幼稚園の園児と関係者が、桜の苗木
を１本１本丁寧に植樹しました。
　この桜は「東北に河津桜を!!伊豆から桜プロジェ
クト2013」の一環で、被災県の復興を願い、NPO
法人伊豆のせんたんコンシェルジェ（増

ま す だ

田健
け ん た ろ う

太朗代表）
から贈られたものです。
　苗木が成長し、早咲きの河津桜が市内でいち早く
開花する姿が待ち望まれます。

　10月12日・13日の２日間、ＪＲ白河駅前イベント広場と市立図書館（道場小路）
で「がんばるぞ！白河　食と職の市」が開催されました。白河地方などの飲食
店ブースが多数並んだ「食」の会場や、様々な体験コーナーが設けられた「職」
の会場にはたくさんの来場者が詰め掛け、それぞれ楽しむ姿が見られました。
　ステージイベントでは、本市の“しらかわ大使”を務める分とく山総料理長
の野

の ざ き

﨑洋
ひろみつ

光さんが料理のコツを話したほか、本市出身の声優有
ありしま

島モユさんをは
じめ、多くの出演者が華やかにステージを飾り、会場を盛り上げました。
　また、13日には市公設地方卸売市場（五番町川原）で「市場開放デー」も開
催され、早朝から大勢の来場者でにぎわいました。

Topic of town ｛写真で紹介する、今「旬」な話題です｝

話　
 題まち

の

新日本プロレス白河大会 河津桜植樹式

▲体験コーナーを楽しむ親子

▲料理のコツを伝授する野﨑さん

東地域の耕作放棄地を活用し地域を活性化

アイディア光る作品の中から20点が入賞

　10月15日、白河の誇る優れた農産物や加工品で
あることを認める「白河ブランド」の認証書交付式
が行われました。今回認証されたのは、野出島地域
活性化プロジェクト（鈴

す ず き

木勝
か つ み

美会長）の「なたね油」
と「のでじまうどん」の２品で、いずれも耕作放棄
地を再整備して栽培したなたねと小麦を使用したも
のです。鈴木会長は、「認証されたことを励みに、地
域の夢が広がる活動につなげたい」と話しました。
　これで白河ブランドの認証は15品目となりました。

　９月12日から17日まで、市立図書館（道場小路）
で「第59回白河市発明展」が開催されました。
　市内の小・中学校から398点の作品が出品され、
審査の結果、鈴

す ず き

木理
り か こ

香子さん（白二中１年）の「地
震探知機」が市長賞に、そのほか合計20点が入賞作
品に選ばれました。
　期間中に訪れた900人を超える来場者は、児童・
生徒たちのアイディアと想像力あふれる作品の数々
に、感心しながら鑑賞していました。

農産物ブランド認証書交付式

第59回白河市発明展

▲認証書を手にする鈴木会長（左から２番目）と本
ほんぐう

宮直
ただし

副会長

▲受賞した皆さん

▲迫力のある試合展開に見入る来場者 ▲園児と関係者(左から小
お の

野県南振興局長、鈴木市長、増田会長）

がんばるぞ！白河　食と職の市



▶歴史民俗資料館（中田7-1 ／☎㉗2310）
【利用案内】
◆開館時間　午前９時～午後４時
◆休館日 毎週月曜日（11月４日㈪は開

館し、５日㈫は休館）
◆入館料　無料　
【催し案内】
◇テーマ展
　「屏風絵の世界～絵師が描く美の空間～」
●会　期　
　11月24日㈰まで

◇常設展
　「白河の歴史と文化」

▶白河集古苑（郭内1-73 ／☎㉔5050）
【利用案内】

問琴城流大正琴アンサンブル・ラブ　本
ほん

　宮
ぐう

☎343317

▶マイタウン白河（本町２／☎㉛7595）
◇西白河小中造形作品研究会・造形展
●日　時　11月20日㈬～26日㈫／午前

９時～午後９時　※最終日午
後３時まで

問西白河小教研図工研究会☎432120
◇第１回写友「景」写真展
●日　時　11月15日㈮～18日㈪／午前

10時～午後６時　※最終日午
後５時まで　

問写友景　岩
いわなべ

鍋☎㉗1426
◇白河デジタル写真クラブ写真展
●日　時　11月28日㈭～12月１日㈰／午
　　　　　前10時～午後５時　※最終日
　　　　　 午後４時まで
問白河デジタル写真クラブ☎㉓6795
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◆開館時間　午前９時～午後４時
◆休館日 毎週月曜日（11月４日㈪は開館）
◆入館料　一般310円（250円）／小中高

生100円（80円）
※（　）は20人以上の団体料金
※毎週土曜日は小中高生無料

◎特別企画展会期中は午後５時まで開館。
小中高生は入館無料。

【催し案内】
◇特別企画展
　「新島八重の生涯と白河～白河がつなぐ
　故

ふるさと

郷への想い～」
●会　期　11月４日㈪まで　

◇阿部家名品館
　「伝来の遺宝と絵画・陶磁器」

◇東日本大震災復興チャリティー　第４
　回白河市市民歌謡音楽祭
●日　時　12月１日㈰／午前９時30分から
　※被災されている方は入場無料
問白河市音楽文化協会☎㉔5000

▶文化センター（中田140／☎㉒5220）
◇第３回唄と踊りの絆の祭典
●日　時　11月24日㈰／午前10時から
●入場料　1,000円
問日本現代舞踊内海流内海道敬会☎㉒9293
◇白河シネマパラダイス♯46　
　映画「鍵泥棒のメソッド」上映会
●日　時　11月30日㈯／①午前10時から　

②午後２時から　③午後６時から
●入場料　前売　1,000円（当日200円増）
問白河シネマパラダイス運営委員会☎㉒5271
◇扇歌謡教室交流発表会
●日　時　12月７日㈯／午前８時45分から

●入場料　前売　1,000円（当日500円増）
問扇歌謡教室☎㉓2155

▶東文化センター（東釜子字狐内47／☎341131）
◇Swing Blaze Orchestra  第17回コンサート
●日　時　11月17日㈰／午後２時から　
●入場料　500円（小学生以下無料）
問スウィング・ブレイズ・オーケストラ
　本

ほ ん だ

田☎532330
◇東文化センター自主事業
　映画「鍵泥棒のメソッド」上映会　
●日　時　12月１日㈰／①午前10時から

②午後２時から
●入場料　前売　1,000円（当日200円増）
問ＮＰＯ法人カルチャーネットワーク
　（東文化センター内）☎341131
◇クリスマスコンサート
●日　時　12月８日㈰／午後２から　
●入場料　無料

●会　期　11月15日㈮から
◇結城家古文書館
　「重要文化財　白河結城家文書と中世の美術」
　ミニテーマ展「江戸時代の結城家ｰ結
城家のその後ｰ」

●会　期　11月15日㈮から

▶市民会館（手代町22-１／☎㉓3718）
◇白一小音楽会
●日　時　11月16日㈯／午前８時50分から
●入場料　無料
問白一小☎㉓3240
◇輝け唄の祭典
●日　時　11月24日㈰／午前８時から
●入場料　前売　1,500円（当日500円増）
問うぐいす会☎522251

施設の催し

扇面散図屏風（右隻）

ライブラリー白河2013東京おもてごう会親睦
旅行懇親会

10月５日・６日／ＪＲ白河駅前イベント広場９月22日／ホテル＆コテ
ージ白河関の里（表郷金

山）
白河発、ミライをつくる全員参加型文化祭!!親睦旅行でふるさとを

満喫！

 ＜展示解説会＞
11月４日㈪／①午前11時から　②
午後２時30分から（申し込み不要）

写真
で！話題

を

G
ジ ロ

iro d
デ

’ S
シ ラ カ ワ

hirakawa 2013

10月12日／白河羽鳥レイク
ライン（ＪＲ白河駅前）

プロの競輪選手による競輪のデモン
ストレーション

八重の桜トークショー
山本みね役の三

み ね

根梓
あずさ

さん登場！

10月12日／長寿院（本町
北裏）

 ＜お知らせ＞
展示替えのため、11月５日㈫から14日㈭ま
で閉館します。

白河地域
市民会館（手代町）

表郷地域
表郷体育館（表郷番沢

）

大信地域大信農村環境改善センター（大信町屋）
東地域

東文化センター（東釜子）

４地域で敬老会／９月26日

皆さんの長寿を祝って

話題を
写真で

紹介！

まち
ひと
ち
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various information various information ｛話題の情報あれこれ｝ ラウン
ジ

shira
kawa

　県南中体連で優勝、県大会
で準優勝し、東北大会に出場し
た東北中バレーボール部の皆さ
ん。東北大会では、惜しくも敗
れてしまいましたが、大舞台で
も、のびのびとプレーしました。

　８月31日に、第二市
民体育館（立石山）で
行われた「第１回21’
スポーツクラブフェス
ティバル」での一枚。
各サークル・教室が一
堂に集まり、楽しいひ
とときを過ごしました。

皆さんから投稿していただいた写真を紹介

東北大会で善戦

各サークル・教室が集結

▲佐藤さん（右）と櫻井社長（右から２番目）

市公認キャラに認定！
　本市の魅力を市内外
に発信し、知名度を向
上させるとともに、地
域の活性化を図るため、
市の歴史、文化、特産
品等を題材に作成され
たキャラクター（以下
キャラ）を市公認として認定しています。　　
　10月12日には、初めての認定式が行われ、「ダルライ
ザー」「小峰シロ」「しらかわん」の３つのキャラが、本
市の公認キャラとして認定されました。ヒーロー、萌え
キャラ、ご当地キャラが３体そろって市の公認キャラ
となるのは、全国で初めてです。本市の魅力をＰＲする
今後の活躍に期待が高まります。

■地域おこし　Report
　全国から萌えキャラとコラボした日本酒が集まる「萌

もえしゅ

酒サミット×SAKE
祭り2013」が９月29日に東京都秋葉原で行われ、小峰シロ制作委員会と千
駒酒造㈱が製作した日本酒がキャラクタ
ー人気投票でグランプリを獲得しました。
　10月１日、受賞の報告に市役所を訪れ
た千駒酒造㈱の櫻

さくらい

井慶
けい

社長は、「私たちの
お酒が、白河を知ってもらえるきっかけ
になればうれしいです」と、また、小峰
シロを総プロデュースする佐

さ と う

藤歩
あゆむ

さん
（ＭＣプランニング）は、「これからも小
峰シロを通して、白河を盛り上げていき
たい」と話していました。

　10月６日、琴平神社（東釜子）で、「琴平相撲復活祭」が行
われ、約200年前から続く伝統の奉納相撲が披露されました。
　東日本大震災の影響で、一昨年、昨年と中止になった琴平
相撲は、市地域づくり活性化支援事業の補助金を受けて、３
年ぶりに復活しました。琴平相撲復活活性化委員会の安

あんざわ

沢篤
あつし

会長は、「３年ぶりに相撲ができたことは、地域の皆さんの協
力のおかげです」と話し、復活を喜んでいました。
　境内の土俵では、まわしを着けた釜子地区９集落の代表者
が力一杯ぶつかりあい、集まった観客が大きな歓声を上げて
楽しむ様子が見られました。

　市では、３月に今後10年間のまちづくりの指針とな
る「白河市第２次総合計画」を策定しました。
　計画では、「みんなの力で未来をひらく　歴史・文化
の息づくまち　白河」を将来像として掲げています。
その実現には、協働の理念のもと、市民、ＮＰＯ、企業
などの皆さんと一体となってまちづくりを進めること
が必要となります。
　このため、計画の内容を広く皆さんにお知らせする
概要版を全戸に配布しますので、ぜひご覧ください。

　白河商工会議所青年部が制作し
たご当地ヒーローで、平成20年に
誕生。転んでも起き上がるだるま
がモチーフで、だるまに起き上が
る（ライズ）をプラスした名前を
持つダルライザー。市内をはじめ、
県外でもショーを行うなど、白河
を守るヒーローとして活躍中。

　㈶白河観光物産協会の公認キャ
ラで、平成23年に誕生。３パタ
ーン（小峰城「桜花（おうか）」、
南湖公園「鏡花（きょうか）」、白
河の関「葉花（ようか）」）に変身
する、ご当地萌えキャラ初の変身
ヒロイン。昨年のMoe１グランプ
リの２部門で１位を獲得。

　公益社団法人白河青年会議所が
プロデュースしたご当地キャラで、
９月に誕生。特徴的な眉毛は白河
だるまの「鶴」の眉をモチーフに、
胸元には市の花「梅」が描かれて
いる。「しらかわいいし　しらかわ
ん」をキャッチフレーズに、今後
のイベントでの活躍が期待される。

公認No１　ダルライザー

公認No２　小峰シロ

公認No３　しらかわん

【問い合わせ先】本庁舎観光課☎㉒1111　内2214

もえしゅ

小峰シロが「萌酒サミット×SAKE祭り2013」でグランプリを獲得

総合計画の概要版を配布します！

バドミントンアジアユース
Ｕ17＆Ｕ15選手権2013　

仁
にへ い
平澄

す み や
也さん（中央中３年）

※写真右から２番目

（10月８日～13日／インドネシア）

輝きの記録

白河市交通安全ポスター・標語コンクール

◆ポスターの部　最優秀賞　　　
　飛

ひ ち わ

知和春
は る な

那さん（釜子小４年）
◆標語の部　最優秀賞　
　西

にしむら

村唯
ゆ い と

人君（小野田小５年）

守
ろ
う
よ

　

ぼ
く
の
未
来
と

　
　
　

交
通
ル
ー
ル

琴
平
相
撲
復
活
祭

琴
平
相
撲
復
活
祭

■話題　Report

３
年
ぶ
り
に
復
活

３
年
ぶ
り
に
復
活

■Pickup■Pickup

皆さん皆さん
ハイ・チーズ

!!
ハイ・チーズ

!!



　今年度から「自分に問いかけ」という言葉を
加え、新しい教育目標にしました。教育活動の
すべてにおいて、自分自身に問いかけ、向き合
うことで、自分をより良くしていこうとする心
を育てています。

　全学年を１組から３組の３つの縦割り班にし
て、３色のイメージカラーをつけています。異
なる学年間で多様な友だちと関わることによっ
て、人を思いやる心を育てています。上級生は
下級生のことを優しく面倒を見たり、下級生は
上級生を見習ったりして、仲良く活動している
姿が見られます。

　人のために自分を役立てる心を育てるために、
清掃活動に力を入れています。清掃の上手な班
を「金のほうきグループ賞」として表彰するこ
とで、連帯感が育ってきています。

教育目標　
　「自分に問いかけ　進んで考え行動する　
　　心も体も健康で明るい子ども」

１年生から６年生までの縦割り班活動

清掃活動を通した心の育成
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図
書
館
に
行
こ
う！

◎◎市立図書館市立図書館　　▶開館時間▶開館時間　平日10：00～20：00　　平日10：00～20：00　
　　　　　　　　土・日・祝日９：30～18：00　　　　　　　　土・日・祝日９：30～18：00
　　　　　　　　　　　　　　▶休 館 日▶休 館 日　月曜日　月曜日、第１水曜日、第１水曜日
                                              （（ただし、祝日の場合は開館し、翌日は休館ただし、祝日の場合は開館し、翌日は休館））

　　　　

19 18

｛教育の情報あれこれ｝ ｛図書館の情報あれこれ｝education information Library information

りぶらんだよりりぶらんだより LibranLibran

◎◎東 図 書 館東 図 書 館　　▶開館時間▶開館時間　10：00～18：00　10：00～18：00
　　　　　　　　　　　　　　▶休 館 日▶休 館 日　祝日、火曜日、月末日　祝日、火曜日、月末日☎3411301130

｛教育の情報あれこれ｝ ｛図書館の情報あれこれ｝education information Library information

ひろ
ば教育
の

白河市立白河第三小学校
校長　鈴

す ず き

木且
かつゆき

雪

○住所　寺小路64-2
○電話　☎㉓3243

映画上映案内

　11月17日の家族の日と23日の勤労感謝の日にあわせ、家族や仕事に関
する本を集めました。この機会に仕事と生活のバランスを考えてみませんか。

　勤労感謝の日にあわせ、仕事・働く人・働く車など、いろいろな「はたらく」
本を展示します。

MMovie 　市立図書館多目的ホールで上映
される映画です。入場無料です。

☎㉓32503250

おはなし会
■日時　11月９日㈯・23日㈷
　　　　午前11時～11時30分
■会場　おはなしの小屋
■対象　３歳～小学生程度

ちびっこおはなしのくに
■日時　11月７日㈭・21日㈭
　　　　午前11時～11時30分
■会場　おはなしの小屋
■対象　０歳～３歳程度

◎表郷表郷図書館図書館　　▶開館時間▶開館時間　10：00～18：00　10：00～18：00
　　　　　　　　　　　　　　▶休 館 日▶休 館 日　祝日、火曜日、第１水曜日　祝日、火曜日、第１水曜日

《おはなし、よんで！（０歳～小学生対象）》
　■日　時　毎週土曜日／随時

《図書館であそぼう！（０歳～７歳対象）》
　■日にち　毎日　
　※視聴覚室使用日を除く

☎3247844784

▲縦割り班による清掃活動の様子

「豊かなライフスタイル」

   毎月、季節に合わせた本を展示しています。

こどもたちが本を愛するように。

■日時　11月20日㈬
　　　　午後６時30分～８時５分

■日時　12月７日㈯
　　　　午後１時30分～３時15分

■日時　11月16日㈯
　　　　午後１時30分～２時20分

「三年とうげ」
「よいこののりもの
　大集合スペシャル」

「ゼロの焦点」

「ジュマンジ」

大人向け

大人の本

こども向け

「はたらく～仕事がわかる本～」こどもの本

本が好き
になる!!

旬な話題
に触れる!!

映 画 で感
性を磨く!! Information図書館からのお知らせ 図書館の

情報を!!

催し案内EEvent

本の展示EExhibition
■対

n

onnnf

EventEvent

　身近にある新聞を使って、小物を入れる
ことができるバッグを作ります。
　紙工芸に興味のある方は、ぜひご参加く
ださい。
●日　時　12月８日㈰／午後１時～３時
●会　場　地域交流会議室
●講　師　図書館職員
●定　員　15人　※先着順
●申込方法　市立図書館窓口または電話でお
　　　　　申し込みくだ　
　　　　　さい。
問市立図書館☎㉓3250

おはなし講座
～新聞紙でバッグを作ろう～

◎◎大信大信図書館図書館　　▶開館時間▶開館時間　10：00～18：00　10：00～18：00
　　　　　　　　　　　　　　▶休 館 日▶休 館 日　月曜日、祝日の翌日　月曜日、祝日の翌日☎4636143614

※11月９日㈯は第19回中山義秀文学賞選考会の
　ため、休館します。

今月号は今月号は

  き
ょういくきょ
ういく

情 報ホットホット
熱!!

■教育関係のホットな情報を皆さんへ

を紹介！を紹介！
「駅伝選手」「駅伝選手」
ふくしま駅伝

■第25回ふくしま駅伝

し しっかりと大きな声であいさつを
ら ランドセルの笑顔見守る地域の目
か 簡単なことから始めようボランティア
わ わがまちを誇りに思えるまちづくり

すすめよ
う
！

「しらかわ
」
運

すすめよ
う
！

「しらかわ
」
運

動動

　11月17日㈰、今年で25回目を迎える「ふくしま駅伝」が
開催されます。県内の市町村対抗で行われ、本市から福島市
までの16区間95.1ｋｍのコースを襷

たすき

でつなぎます。
　本市の代表として、日々練習に励んでいる候補選手とスタ
ッフの皆さんを紹介します。
　白河市チームへの熱い声援をお願いします。

■顧問　邊
へ ん み

見正
まさの り

則（白河市役所）
■監督　鈴

す ず き

木宏
ひろゆ き

幸（東北農政局）
■コーチ　角

つ の だ

田英
ひで あ き

明（白河南中教諭）　齋
さい と う

藤誠
まこと

（近江屋燃
料店）　小

こ ま つ

松順
じゅんえい

衛（白河旭高教諭）　小
こ い で

出義
よし の り

則（白二中
教諭）  角

つ の だ

田修
おさむ

（中央中教諭）　阿
あ べ

部進
すすむ

（住友ゴム工業
㈱）　今

い ま い

井寛
ひ ろ み

美（ホテル大村）　坂
さ か ば

場純
じゅんいち

一（住友ゴム工業
㈱）　武

た け だ

田薫
かおる

（住友ゴム工業㈱）　穂
ほ づ み

積宏
ひろ ゆ き

幸（㈱美松製
菓）　近

こんど う

藤茜
あかね

（信越半導体㈱）
■選手
□一般男子　斎

さいと う

藤和
か ず き

樹（信越半導体㈱）　滝
たきぐ ち

口康
こうへ い

平（白河市
体育協会）　　
□大学生男子　荒

あ ら き

木和
か つ や

也（富士大学３年）　根
ね し

司将
しょうへい

平（城西
大学１年）　根

ね し

司遼
りょうへい

平（日本大学１年）　津
つ と う

藤圭
けいす け

佑（日本
大学１年）　星

ほし

寛
ひ ろ と

人（岩手大学１年）　
□大学生女子　荒

あ ら い

井芽
め い

衣（茨城大学１年）
□高校生男子　長

は せ べ

谷部優
ゆ う や

也（田村高３年）　本
ほん

郷
ごう

拓
た く み

海（田村
高３年）　本

ほ ん ま

間涼
りょう と

斗（白河旭高１年）　小
こ ま つ

松力
り き ほ

歩（学法石
川高１年）
□高校生女子　迎

むかえ

まどか（学法石川高１年）
□中学生男子　高

たかは し

橋翔
しょう た

汰（白二中３年）　吉
よ し だ

田友
と も や

哉（白二中
３年）　鵜

う ぬ ま

沼利
り く

久（白河南中３年）　滝
たき

田
た

圭
けい す け

祐（白河南中
３年）　三

み し ま

島直
な お と

人（白河南中３年）　瀬
せ お

尾一
いっぺ い

平（白河南中
３年）　深

ふ か や

谷陸
り く と

斗（表郷中３年）　邉
へ ん み

見侑
ゆ う き

希（中央中２年）
□中学生女子　小

こ び や ま

檜山諒
りょう

（白河南中３年）　松
まつお か

岡萌
もえ

（白二中
２年）　佐

さ と う

藤晶
ちあき

（大信中２年）　鈴
す ず き

木万
ま

璃
り な

菜（白河南中１
年）　大

おおよ し

吉涼
す ず か

加（白河南中１年）
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●

入
場
料　

無
料　

※
要
申
込

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

内

２
７
４
７

●

日
時　

11
月
18
日
㈪
〜
24
日
㈰

／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時　

※
23
日
㈷
・
24
日
㈰
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で

●

内
容　

女
性
が
抱
え
る
人
権
問

題
の
電
話
相
談
（
秘
密
厳
守
）

●

電
話
番
号　

０
５
７
０

０
７

０

８
１
０
（
相
談
は
無
料
）

※
強
化
週
間
以
外
の
日
（
平
日
の

み
）
も
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
４

５
３
４

１
９
９
４

　

正
社
員
で
雇
用
す
る
計
画
の
あ

る
県
内
企
業
と
の
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。

●

日
時　

11
月
25
日
㈪
／
午
前
11

時
〜
11
時
40
分
（
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー
）、
午
後
１
時
〜
４
時
（
合

同
就
職
面
接
会
）

●

会
場　

郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
ア

広報白河　2013.11.１（H25） 広報白河　2013.11.１（H25）

●

日
時　

11
月
24
日
㈰
、
12
月
１

日
㈰
・
8
日
㈰
／
午
前
10
時
〜
午

後
５
時

●
会
場　

白
河
商
工
会
議
所
（
道

場
小
路
）

●
内
容　

創
業
に
必
要
な
基
礎
知

識
や
計
画
作
成
に
関
す
る
講
座

●

対
象　

創
業
に
興
味
が
あ
る
、

準
備
中
、
考
え
て
い
る
方
な
ど
で
、

全
3
回
の
受
講
が
可
能
な
方

●

受
講
料　

３
、
０
０
０
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

白
河
ら
し
い
景
観
に
つ
い
て
考

え
、
ま
ち
づ
く
り
に
活い

か
す
た
め

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
時　

11
月
23
日
㈷
／
午
後
2

時
〜
５
時
15
分

●
会
場　

市
立
図
書
館
多
目
的
ホ

ー
ル
（
道
場
小
路
）

●
内
容　

▽
第
1
部　

講
演
「
景

観
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
〜
景
観
の

理
論
と
そ
れ
を
使
っ
た
活
性
化
の

ま
ち
づ
く
り
〜
」
／
講
師　

東
京

大
学
ア
ジ
ア
生
物
資
源
環
境
研
究

セ
ン
タ
ー　

堀ほ
り

繁し
げ
る

教
授　
▽
第
2

部　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
白
河
に
お
け
る
景
観
ま
ち
づ
く

り
〜
景
観
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

を
目
指
す
た
め
に
〜
」

ネ
ッ
ク
ス
（
郡
山
市
中
町
）

●

対
象　

３
月
に
大
学
等
を
卒
業

予
定
の
方
、
平
成
23
年
３
月
以
降

に
卒
業
し
て
現
在
就
職
活
動
を
し

て
い
る
方　

※
申
込
不
要

問
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課
☎
０

２
４

５
２
９

５
３
９
６

●

日
時　

11
月
30
日
㈯
／
午
後
１

時
10
分
〜
３
時
30
分 
●

会
場　

市
立
図
書
館
多
目
的
ホ

ー
ル
（
道
場
小
路
）

●

内
容　

▽
講
演
「
糖
尿
病
は
な

ぜ
怖
い
？
」
▽
講
師　

県
立
医
科

大
学
医
学
部
医
学
科　

佐さ
と
う藤
博ひ

ろ
あ
き亮

准
教
授

●

定
員　

１
５
０
人

●

入
場
料　

無
料　

問
健
康
増
進
課
（
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
）
☎
㉗
２
１
１
２

　

専
門
医
に
よ
る
無
料
の
個
別
相

談
を
行
い
ま
す
。
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
27
日
㈬
／
午
後
１

時
30
分
か
ら 

●

会
場　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

（
北
中
川
原
）

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
（
中
央
保
健
セ
ン
タ

ー
）
☎
㉗
２
１
１
２

●
日
時　

11
月
29
日
㈮
／
午
後
２

時
30
分
〜
４
時
30
分 

●

会
場　

市
立
図
書
館
地
域
交
流

会
議
室
（
道
場
小
路
）

●

内
容　

▽
講
演
「
う
つ
病
と
ア

ル
コ
ー
ル
と
自
殺
の
関
係
」
▽
講

師　

東
北
会
病
院　

石い
し
か
わ川
達と

お
る

院

長

●

入
場
料　

無
料

●

申
込
期
限　

11
月
20
日
㈬
ま
で

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
南
保
健
福
祉
事
務
所
☎
㉒
５
６

４
９

　

徳
島
大
学
白
河
市
支
援
放
射
線

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
無
料
の
個

別
相
談
を
行
い
ま
す
。
当
日
は
電

話
相
談
も
可
能
で
す
。

●
日
時　

11
月
30
日
㈯
／
午
前
10

時
〜
正
午 

●

会
場　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

（
北
中
川
原
）

●

申
込
期
限　

11
月
22
日
㈮
ま
で

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
（
中
央
保
健
セ
ン
タ

ー
）
☎
㉗
２
１
１
２

　

特
定
疾
患
患
者
と
慢
性
透
析
療

法
を
受
け
て
い
る
方
に
、
年
間
３

万
円
の
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
、
ま
だ
申
請
を
行
っ
て
い

な
い
方
は
、
印
鑑
・
特
定
疾
患
医

療
等
の
受
給
者
証
（
平
成
25
年
４

月
１
日
現
在
で
の
資
格
が
確
認
で

き
る
も
の
）
・
本
人
ま
た
は
保
護

者
名
義
の
預
金
通
帳
を
、
本
庁
舎

社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
庁
舎
市
民

福
祉
課
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●

申
請
期
限　

12
月
27
日
㈮
ま
で

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課　

内
２
７

１
４

　

冬
季
は
、
暖
房
機
器
の
使
用
な

ど
で
、
電
力
の
使
用
量
が
増
え
、

地
球
温
暖
化
の
大
き
な
要
因
と
な

る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
増
加

し
ま
す
。

　

暖
房
の
設
定
温
度
は
20
℃
を
目

安
に
適
温
暖
房
を
心
掛
け
、
省
エ

ネ
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　

内
２
１

６
４

21 20

募
集

白
河
商
工
会
議
所
☎
㉓
３
１
０
１

●
日
時　

12
月
７
日
㈯
／
午
前
11

時
〜
午
後
2
時
30
分

●
定
員　

16
人　

※
先
着
順

●
参
加
料　

７
０
０
円
（
昼
食
代

込
）

●
申
込
期
限　

12
月
5
日
㈭
ま
で

※
コ
ー
ス
は
当
日
発
表
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

白
河
商
工
会
議
所
☎
㉓
３
１
０
１

《
昼
間
入
門
講
座
》

●
日
時　

１
月
15
日
㈬
〜
２
月
７

日
㈮
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

／
午
前
９
時
〜
正
午

●
会
場　

市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

●
内
容　

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
入
門

●
定
員　

20
人　

※
先
着
順

●
受
講
料　

１
万
円

●
申
込
開
始　

12
月
２
日
㈪
か
ら

●
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時　

※
平
日
の
み

●
申
込
方
法　

受
講
料
を
添
え
て
、

セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
３
５
１
２

●

日
時　

11
月
14
日
㈭
〜
20
日
㈬

／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時　

※
16
日
㈯
・
17
日
㈰
は
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で

●

会
場　

本
庁
舎
収
税
課
（
１
階
）

※
期
間
中
、
特
別
な
事
情
に
よ
り

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た

め
の
納
税
相
談
も
行
い
ま
す
。
納

付
が
困
難
な
こ
と
を
説
明
で
き
る

書
類
を
お
持
ち
の
う
え
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
収
税
課　

内
２
１
３
5

　

11
月
15
日
か
ら
平
成
26
年
２
月

15
日
ま
で
（
猪

い
の
し
しは
３
月
15
日
ま
で
）

狩
猟
が
解
禁
に
な
り
ま
す
。
期
間

中
、
狩
猟
者
は
ル
ー
ル
を
守
り
、

野
山
へ
出
掛
け
る
方
は
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
狩
猟

が
で
き
る
の
は
、
狩
猟
免
許
と
登

録
証
を
所
持
す
る
方
に
限
ら
れ
、

そ
れ
以
外
の
方
が
狩
猟
す
る
と
法

律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

問
本
庁
舎
農
政
課　

内
２
２
２
７

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
次
の

方
が
10
月
1
日
か
ら
法
務
大
臣
よ

り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
近こ

ん
ど
う藤
茂し

げ
お男
（
表
郷
金
山
）　

▽

芳は

が賀
敏と

し
こ子
（
大
信
下
小
屋
）

問
福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局
☎

㉒
１
２
０
１

　

11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
は
、

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」
の
推
進
期
間
で
す
。
ど
の

よ
う
な
暴
力
で
も
我
慢
せ
ず
、
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
（
お
近
く
の
相

談
窓
口
を
案
内
し
ま
す
）
☎
０
５

７
０

０

５
５
２
１
０

　

12
月
１
日
㈰
は
、
館
内
工
事
の

た
め
休
館
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉒
１
１
５
９

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎322111/Fax322234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎462111/Fax462409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎342111/Fax343584

ジジ ドアドレ

くらしの
情 報 館景

観
ま
ち
づ
く
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

案
内

中
央
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
臨
時
休
館

白
河
ま
ち
な
か
逸
品
め
ぐ
り
ツ
ア
ー

創
業
応
援
塾
受
講
者

　11月は児童虐待防止推進月間で
す。「虐待を受けたと思われる子ども」
を見つけた場合は、ご連絡ください。
連絡した方が特定されないように、
秘密は厳守します。子どもを守るた
めにご協力をお願いします。
《連絡先》　
家庭児童相談室☎㉒1150／県中児
童相談所白河相談室☎㉒5648

児童虐待を見つけた場合は
ご連絡をお願いします

女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動

臨
時
納
税
窓
口
開
設

狩
猟
解
禁

人
権
擁
護
委
員

パ
ソ
コ
ン
教
室

糖
尿
病
予
防
特
別
講
演
会

心
の
健
康
相
談
会

心
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

放
射
線
な
ん
で
も
相
談
会

特
定
疾
患
見
舞
金

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間

合
同
就
職
面
接
会

冬
季
の
省
エ
ネ
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用
、
遺
言
、
相
続
、
成
年
後
見
制

度
な
ど
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
に
関

す
る
相
談
（
秘
密
厳
守
）

問
福
島
県
行
政
書
士
会
県
南
支
部

事
務
局
（
真
船
事
務
所
内
）
☎
㉕

１
１
０
０

●

日
時　

11
月
22
日
㈮
／
午
前
10

時
〜
正
午　

●

会
場　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
本

町
）

●

内
容　

食
が
つ
く
る
か
ら
だ
と

心
と
あ
な
た
の
未
来

●
参
加
料　

無
料

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ら
か
わ
市
民
活
動

支
援
会
☎
㉛
７
５
９
５

●

日
時　

11
月
24
日
㈰
／
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
３
時　

●

会
場　

中
央
体
育
館
（
北
中
川

原
）

●

内
容　

落
ち
葉
の
プ
ー
ル
、
松

ぼ
っ
く
り
や
ど
ん
ぐ
り
を
使
っ
た

工
作
、
手
作
り
雑
貨
等
の
販
売

●
参
加
料　

無
料　

※
上
履
き
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

広報白河　2013.11.１（H25）広報白河　2013.11.１（H25）
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２
５
１
１
／
東
教
育
振
興
課
☎
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国
土
交
通
省
お
よ
び
県
で
は
、

12
月
１
日
時
点
で
の
「
住
生
活
総

合
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
全
般
に

関
す
る
実
態
や
居
住
者
の
意
向
・

満
足
度
等
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

　

11
月
21
日
㈭
か
ら
12
月
10
日
㈫

ま
で
の
間
、
統
計
調
査
員
が
調
査

対
象
と
な
っ
た
お
宅
へ
訪
問
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●

対
象　

10
月
に
実
施
し
た
住
宅

・
土
地
統
計
調
査
（
総
務
省
）
に

回
答
し
た
世
帯
の
中
か
ら
、
無
作

為
に
抽
出
さ
れ
た
一
部
の
世
帯　

問
県
土
木
部
建
築
総
室
☎
０
２
４

５
２
１

７
５
２
０

●

日
時　

11
月
16
日
㈯
／
午
前
10

時
〜
午
後
3
時　

※
予
約
不
要

●

会
場　

大
信
庁
舎

●

内
容　

農
地
転
用
な
ど
土
地
利

　　　

市
有
地
公
売
の
申
込
期
間
内
に

申
し
込
み
が
な
か
っ
た
市
有
地
を

先
着
順
で
売
却
し
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
財
政
課　

内
２
３
３
５

●

日
時　

平
成
26
年
１
月
12
日
㈰

／
午
後
１
時
30
分
か
ら

●

会
場　

▽
白
河
地
域　

市
民
会

館　

▽
表
郷
地
域　

表
郷
庁
舎

▽
大
信
地
域　

大
信
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー　

▽
東
地
域　

東
文

化
セ
ン
タ
ー

●

該
当
者　

平
成
５
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
11
月
１
日
現
在

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
。
該
当

者
に
は
、
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

※
市
外
に
お
住
ま
い
で
、
白
河
市

の
成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
２
３
８
３
／
表
郷
教
育
振
興
課

☎
32
４
７
８
２
／
大
信
公
民
館
☎

22

案
内

23

   

白
河
市
長　

　

     

鈴
木　

和
夫

『
役
人
の
心
得
』

市
長
の

手
控
え
帖

は
終
生
こ
の
教
え
を
胸
に
刻
み
、
後
輩
の
不
祥
事

の
た
び
に
、
そ
の
大
事
さ
を
説
い
た
。

　

日
本
の
行
政
の
精
巧
な
シ
ス
テ
ム
は
世
界
に

誇
れ
る
社
会
的
資
産
だ
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
を

担
う
公
務
員
も
、
優
秀
で
清
潔
。
百ひ

ゃ
く
ね
ん年
河か

せ

い清
を
待

つ
に
等
し
い
、
中
国
の
腐
敗
と
比
べ
た
ら
明
白
だ
。

私
の
知
る
霞
ヶ
関
の
役
人
は
、
よ
く
働
き
使
命
感

に
満
ち
て
い
る
。
徹
底
し
て
鍛
え
ら
れ
、
深
夜
に

及
ぶ
仕
事
も
い
と
わ
な
い
。
経
済
面
で
恵
ま
れ

て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
に
、
近
頃
は
横お

う
へ
い柄

の
文
字
が
消
え
た
と
思
え
る
ほ
ど
、
低
姿
勢
。

　

県
に
は
毎
年
、
何
人
か
国
か
ら
出
向
し
て
く
る
。

若
く
し
て
課
長
や
部
長
の
椅
子
に
つ
く
。
当
然

苦
労
は
あ
る
筈は

ず

だ
が
、
こ
れ
を
軽
々
と
乗
り
越

え
る
。
仕
事
の
手
際
良
さ
。
知
事
へ
の
説
明
の

う
ま
さ
。
議
会
へ
の
根
回
し
の
巧
み
さ
。
市
町

村
や
民
間
と
の
人
脈
づ
く
り
の
う
ま
さ
。
楽
し

そ
う
に
振
る
舞
う
姿
に
、
学
ぶ
こ
と
は
多
か
っ
た
。

彼
ら
に
と
っ
て
も
地
方
の
経
験
は
貴
重
だ
。
直

接
県
民
の
声
を
聴
き
、
県
や
市
町
村
の
生
の
姿
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
、
国
で
法
律
を
つ

く
り
、
政
策
を
た
て
る
と
き
に
役
立
つ
。
こ
の
人

た
ち
は
、
国
で
重
要
な
地
位
に
つ
き
、
福
島
の
こ

と
を
案
じ
様
々
な
支
援
を
し
て
く
れ
て
い
る
。

　

暴
言
を
吐
い
た
人
は
よ
ほ
ど
の
う
っ
屈
を
抱

え
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
病
ん
で
い
た
の
か
。

た
だ
同
情
も
あ
る
。
あ
ま
り
に
忙
し
い
。
法
律
・

政
策
や
予
算
に
命
を
削
る
。
民
間
と
の
利
害
調

整
も
あ
る
。
さ
ら
に
国
会
が
大
変
。
政
策
へ
の

理
解
を
求
め
何
回
も
〝
進
講
〞
す
る
。
質
問
を
受

け
る
と
、
議
員
と
入
念
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

大
臣
や
局
長
の
答
弁
を
つ
く
る
。
大
災
害
と
も

な
れ
ば
極
め
て
迅
速
な
対
応
を
促
さ
れ
る
。
加

え
て
通
常
の
業
務
が
待
つ
。
こ
う
し
た
負
担
が

心
を
む
し
ば
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
創

造
的
な
仕
事
に
は
ゆ
と
り
が
い
る
。
国
家
的
な

　

霞
ヶ
関
の
キ
ャ
リ
ア
官
僚
は
一
目
置
か
れ
る

存
在
だ
。
天
下
の
秀
才
が
情
熱
を
持
ち
日
々
励

む
姿
に
、
こ
の
集
団
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
国

は
大
丈
夫
と
の
信
頼
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も

怪
し
く
な
っ
て
き
た
。
経
済
産
業
省
の
官
僚
が

ブ
ロ
グ
に
信
じ
ら
れ
な
い
書
き
込
み
を
し
て
い

た
。「
被
災
地
は
も
と
も
と
滅
ん
で
い
た
」「
復
興

は
不
要
だ
」。
数
か
月
前
に
は
復
興
庁
の
役
人
が

市
民
団
体
を
「
左
翼
の
ク
ソ
ど
も
」、
あ
る
町
の

議
会
を
「
笑
っ
ち
ゃ
う
ほ
ど
レ
ベ
ル
の
低
い
田
舎

議
会
」
と
罵ば

と

う倒
し
た
。
品
位
の
か
け
ら
も
な
い

低
劣
さ
に
唖あ

ぜ

ん然
と
し
た
。

　

二
本
松
霞
ケ
城
の
通
用
門
前
に
、
あ
る
文
字
が

自
然
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
。「
爾な

ん
じ

の
俸ほ

う　

爾
の
禄ろ

く

は　

民
の
膏こ

う　

民
の
脂し

な
り　

下か

み

ん民
は
虐し

い
た

げ
易や

す

き
も　

上じ
ょ
う
て
ん天
は
欺あ

ざ
む

き
難が

た

し
」
お
前
が
頂
く
給
料

は
、
人
々
の
汗
と
脂
の
結
晶
だ
。
そ
れ
を
忘
れ
て

人
々
を
虐し

い
た

げ
る
な
ら
天
罰
が
下
る
ぞ
。
二
本
松

戒か
い
せ
き
め
い

石
銘
と
い
わ
れ
る
。
名
君
の
誉
れ
高
い
５
代

藩
主
丹に

わ羽
高た

か
ひ
ろ寛
が
、
藩
士
の
戒
め
と
し
て
刻
ま
せ

た
。
20
年
ほ
ど
前
、
当
時
の
市
長
が
そ
の
拓
本
を

全
国
の
自
治
体
に
送
り
話
題
と
な
っ
た
。
私
も

昔
頂
き
市
長
室
に
掲
げ
て
あ
る
。

　

警
察
庁
長
官
を
経
た
後
、
政
界
に
転
じ
た
後
藤

田
正
晴
と
い
う
人
が
い
た
。
中
曽
根
内
閣
の
官

房
長
官
を
務
め
た
。
そ
の
存
在
は
際
立
ち
、
と
き

に
見
解
を
異
に
す
る
総
理
を
説
き
伏
せ
た
。
戦

前
の
誤
ち
を
繰
り
返
す
ま
い
と
、
国
の
隅
々
ま
で

目
を
光
ら
し
た
国こ

く

し士
だ
っ
た
。
特
に
、
官
僚
機
構

を
掌
握
す
る
力
は
群
を
抜
い
て
い
た
。
後
藤
田

も
の
で
あ
れ
ば
、
深
く
掘
り
下
げ
て
考
え
る
時
間

は
な
お
さ
ら
必
要
。
も
っ
と
地
方
に
任
せ
る
と

か
、
国
会
の
縛
り
を
緩
和
す
る
な
ど
の
改
善
策
を

考
え
る
べ
き
だ
。

　

役
人
に
は
心
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
役
所
は

競
争
相
手
が
い
な
い
。
利
益
を
あ
げ
雇
用
を
守

る
切
迫
感
が
な
く
、
売
上
等
の
目
標
値
も
設
定
し

に
く
い
。
ゆ
え
に
、
い
い
サ
ー
ビ
ス
・
施
策
を

提
供
す
る
意
欲
に
欠
け
る
。
ま
た
公
費
を
使
う

以
上
、
失
敗
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
意
識
が
強

い
。
勢
い
、
手
堅
く
慎
重
に
な
る
。
こ
れ
が
高

じ
て
「
し
く
じ
っ
て
評
価
を
落
と
す
よ
り
や
ら
な

い
ほ
う
が
い
い
」
と
な
る
。
一
方
、
職
員
を
不
当

な
圧
力
か
ら
守
る
身
分
保
障
が
、「
や
ら
な
く
て

も
職
を
失
う
こ
と
は
な
い
」
と
逆
に
働
い
て
し

ま
う
。
い
つ
し
か
「
休
ま
ず　

遅
れ
ず　

働
か
ず
」

の
文
化
が
で
き
あ
が
っ
た
。

　

か
つ
て
、
花
王
石
鹸
の
常と

き

わ盤
文ふ

み
か
つ克
会
長
に
、
県

産
業
セ
ン
タ
ー
顧
問
へ
の
就
任
を
お
願
い
し
た
。

浪
江
町
の
出
身
で
名
経
営
者
の
評
価
が
高
か
っ

た
。
会
長
は
こ
う
話
さ
れ
た
。
私
達
は
何
百
・

何
千
と
い
う
製
品
化
を
試
み
、
や
っ
と
ひ
と
つ
の

ヒ
ッ
ト
に
い
き
つ
く
。
失
敗
の
山
の
上
に
成
功

が
あ
る
。
そ
う
し
て
会
社
を
存
続
さ
せ
る
。
し

か
し
行
政
は
や
ろ
う
と
し
な
い
。
だ
か
ら
問
題

の
あ
り
か
が
分
ら
ず
、
後
手
に
回
る
と
。
耳
が
痛

か
っ
た
が
核
心
を
つ
い
て
い
た
。

　

常
々
、
職
員
に
「
行
政
に
評
論
家
は
い
ら
な
い
。

で
き
な
い
理
由
を
捜
す
の
で
は
な
く
、
実
現
す
る

た
め
に
ど
う
す
る
か
を
考
え
る
。
仕
事
は
追
い

か
け
る
も
の
」
と
話
し
て
い
る
。
今
、
日
本
は
重

く
緊
急
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
行
政
に
携

わ
る
者
、
特
に
住
民
に
最
も
身
近
な
市
町
村
は
、

我
々
が
や
ら
ね
ば
誰
が
や
る
と
の
気
概
と
、
進
取

の
精
神
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。「
沈じ

ん
こ
う香
も
焚た

か
ず

屁へ

も
ひ
ら
ず
」
は
も
う
昔
の
こ
と
。

問
た
ん
ぽ
ぽ
サ
ロ
ン
被
災
者
向
け

支
援
実
行
委
員
会　

永な
が
の野
☎
０
９

０

７
０
７
３

７
５
２
１

●

日
時　

11
月
23
日
㈷
・
24
日
㈰

／
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

●

会
場　

関
の
森
公
園
（
旗
宿
）

●

内
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援
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ロ
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ィ
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究
家
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う
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う
こ

保
子
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話
会

成
人
式

市
有
地
を
お
売
り
し
ま
す
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㈱コミタ技研白河工場

企
業
の
業
ののののののののののの
業
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

信頼関係を大切に
　　技術力とノウハウでニーズにこたえる

K.M.T CO.,LTD.

The company in Shirakawa 

住　　所：大坂山５-4
事業内容：省力機械、精密機械製造

№19

　本市には、様々な企業が立地しています。
市民の皆さんはどのような企業が立地し、そ
こでどのような製品が誕生し、またどのよ
うな人が働いているかご存じでしょうか。
　リレー形式で、市内の企業やものづくり・
人づくりについて紹介しています。

　「私たちの会社は、労力やコスト削減のた
めの省力機械や精密部品・機械等の受注製造
をしています。顧客のニーズに正確にこたえ
るため、朝礼の中で要望への共通認識を持ち、
意思疎通を図りながら製造しています」と話
す社長の込

こ み た

田一
か ず お

男さん。
　コミタ技研は、昭和43年に神奈川県横浜
市で創業。平成20年には、環境の良さと交
通の利便性などから、工場を本市に移転しま
した。工場内では、ハーネス関連機器（エコ
カーや家電で使用されている電気配線と金具
をつなぐ部品）や放送機器（テレビカメラ用
台座のパーツ）、トムソン刃支援機器（ダン
ボール箱など紙製品の型抜きと折り目をつけ
る刃型）など、３つの違った分野の製品を製
造し、それぞれに高い技術とノウハウがいか
されています。
　敷地面積は、1,155㎡。社員は7人。製造
業のイメージを払しょくするため、職場内環
境に配慮し、整理整頓をするなど常にクリー
ンな環境づくりを心掛けています。　
　「社員を増やして行う業種ではないため、
家族同様に愛情を持って細やかな技術を教え
ています。個々の技術を高めながら、ノウハ
ウを蓄積させ、顧客のあらゆるニーズにこた
えていきたい。また、多種多様な分野にも挑
戦し、自社の可能性を探りながら製品開発に
取り組んでいきたいです」と込田さんは力強
く話してくれました。

市
内
企
業
の

　

も
の
づ
く
り
・
人
づ
く
り
を
紹
介
！

《仮設住宅等支援者をご紹介します》
（９月22日～ 10月21日）

白河市民への　がいっぱいががののの　ががががががががが

●㈱サン・ベンディング白河　様
●澤口長壽　様　
●白河市囲碁将棋まつり実行委員会　様

●日本カイロプラクターズ協会　様
●スズヤ鍼灸治療院　様

刃型と機器。今までに約１万種類の型を製造しています。
工場周辺には、森や池があり、自然豊かな環境です。
社員の皆さん。アットホームで明るい雰囲気の職場です。
工場内は、整理整頓が行き届き、クリーンな環境が保たれています。
部品を研磨する様子。
左から製造部長の込田浩

こ う じ

二さん、社長の込田さん、工場長の込田稔
みのる

さん。社員
との信頼関係を大切にしています。

①
②
③

⑥
⑤
④

①

②

③

⑥⑤④

　全国から白河市に多くの義援金・寄附金が届きました。
ここでは、９月19日から10月17日までの提供者をご紹介し
ます。義援金・寄附金は、被災者の支援と本市の復興のため、
有効に活用させていただきます。ありがとうございました。
　10月18日以降の義援金・寄附金は、次号でお伝えします。

■おわびと訂正
　広報白河10月１日号24ページの義援金・支援金寄附者の氏名
に誤りがありましたので、おわびして訂正します。
（正）不二家川島ベイシア店（㈲マルタ商会　田崎徹也）　様
（誤）不二家川島ベイシア店（㈲マルタ照会　田崎徹也）　様

白河市公式ページ
「いいね！」を押して市の情報をチェック

facebookfacebook

https://www.facebook.com/city.shirakawa

ェッェッククッックク

　　今月号の表紙は、市の公認キャラクターと今月号の表紙は、市の公認キャラクターと
して初めて認定された「ダルライザー」「小峰して初めて認定された「ダルライザー」「小峰
シロ」「しらかわん」です。シロ」「しらかわん」です。
　今後、それぞれの個性を生かし、本市の魅　今後、それぞれの個性を生かし、本市の魅
力を発信していきます。皆さんの応援をお願力を発信していきます。皆さんの応援をお願
いします。いします。
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